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1.平 成 元 年 度 稼 働 ・ 利 用 状 況

(時 間 単 位:分)

ACOS430/70 画 像 処 璋 装 置

月 稼働 日数 稼働時間 JOB件 数 JOB時 間 出力枚数 保守時間 故障時間 利用件数 出力枚数 処理時間

4 30 12726 674 23228 ..・. 570 120 0 0 0

5 22 11: 442 11277 3476 360 180 0 0 0

6 26 12214 1632 27241 4395 120 1.20 9 31 4470

7 25 11760 529 28501 isf 450 so 2 4 X50

8 18 8420 364 20765 2416 鋤 120 0 0 d

9 25 11560 1167 24796 4020 鋤 40 3 5 1230

10 25 11444 935 24076 3397 660 so 0 0 0

11 23 11009 1056 30151 2359 330 60 0 0 0

12 22 10738 1092 27823 ㎜ 420 ofo 0 0

1 20 ・it 2872 31004
..

300 OIO 0 0

2 23 11163 605 32383 2741 蜘 ofo 0 0

3 24 13124 547 37611
'f sso 60 6 23 2640

計 283 133940 11915
..

50184 ..1 820 20 63
'1'1

端 末 スタンドアロソ・オソライソ 学外共同利用大型計算機セソター利用 EWS

月 接続件数 処理時間 授業時間 自習人数 自習時間 京 大阪 大学 情柵 合 計時 間 件 数 時 間

4 403 10780 2340 21 ':1 22 7 0 0 29 334

5 螂 1Q422 3870 68 6120 17 0 d 2 19 241

6 1019 46526 3150 588 11it 36 z 0 d 43 Tai

z 307 6141 90 180 25830 7 d 4 3 14 121

8 143 3280 0 6 870 4 0 0 0 4 53

9 1059 37290 17io 23 2520 5 0 5 0 10 43

io 1824 72161 4320 75 6840 2 0 0 0 2 49 ai 7500

11 1998 7isss 3510 103 11070 7 0 0 0 7 its 20 ..1

12 2098 81601 si50 227 23940 13 0 0 0 13 150 24 9990

i 2929 126527 720 鰯 iiis70 4 0 0 a s is1 as :,1

2 294 8539 0 52 1 29 0 0 2 31 534 ZO 11:!

3 341 6046 0 0 0 24 0 1 1 26 619 26 11310

計 12871 1 :.1 2287 265650 i70 14 io 10 zoo 3114 137 55170
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2.セ ン タ ー 利 用 登 録 者 ・ 課 題 名 一 覧

氏 名 所 属 ・ 職 研 究 課 題 クラヌ名

横 田 浩 教 養 部 講 師 有限温度における非可換ゲージ理論の研究 R

今 泉 重 夫 社会学部教授 パ イ オ ・コ ソ ピ ュー ター の基 礎研 究 R

碓 井 照 子 文学部助教授 奈良県における地名データペースの作成 S

米 谷 淳 社会学部講師 コソビュータリテラシーに関する心理学的研究 S

湊 敏 教養部助教授 化学反応の径路に関する理論的研究 S

田野村 忠 温 文学部助教授 計算機による自然言語処理 R

泉 輝 孝 社会学部教授 奈良県における人材開発 R

碓 井 照 子 文学部助教授 地理情報システムの研究 R

長谷川 計 二 社会学部講 師 潜在構造分析のプログラム開発 R

長谷川 計 二 社会学部講師 社会調査の解析 R

吉 越 昭 久 文学部助教授 横浜市域の気候要素の時間 ・経年変化に関する研究 S
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3.セ ン タ ー ニ ュー ス(抜 粋)(No3～6)

1.実 行型FORTRANを インス トー ル(No3)

学生 の実習 、 自習用 に実行型FORTRANを イソス トール しま したの で、利用 して

下 さい。仕 事 の 内容 に もよ ります が、従 来 のFORTRANに 比 べてCPU時 間、経過

時間 ともに半分 に短縮 され ま した。短 い プ ロ グラムを多数実 行す るの に有効 です。

〈参考〉 利用す るた めのJCL

¥JOBプ ロ グラム名;

¥F77CG;← 注意

INPUTPRQG;

1プ ・グラム1

¥ENDINPUT;

INPUTDATA;

囲
¥ENDINPUT

SENDJOB;

2.「 情報処理センター利用の手引」の発行(No4)

昨年12月 に配付いた しま した通 り、 「情報処理 セソター利用の手引」を発行いた しま

した。内容に もまだ不十分な箇所 もあ り、 ご意見や誤 りを指摘 していたたけければ幸い

です。

手引き書を参考に して、セソターをおおいにご利用いただきます様にお願 い します。

なお、残部 も少 しあ りますので、必要な方は、セソター管理事務室までお申し出下 さ

い。

3.エ ンジニ ア リングワー クステー シ ョン(EWS)稼 働 につい て(No4)

文部 省 の特 別研究 助成 に よる補助 を受 けて購 入 した、EWS(HP9000モ デル3

60)が 、 昨年10月 よ り稼働 を開始 しま した。 主 に科学技術 計算(演 算速度 は、8MI

PSでACOS430/70よ り約5倍 速 い)、機 器の制御 、 自動計 測等 に利用 で きます。

OSは 、UNIX(4,3BDS仕 様)で 、C言 語 とBASICが 使 え ます。 いず れ

もX-Windowの 下 で実行で きます。 附属 品 と して、19イ ソチカ ラーCRT、 磁

気 テー プ、磁 気 デ ィス ク、HP-IBI/F、 が接続 されて い ます。詳細 につ きま し

ては、 セ ソ ター管理 事務室 に お申 し出下 さい。
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4.ホ ス トコン ピュー ターの運転 時間延長(No5)

ホス トコンピュー ターの平均 負荷率 が上昇 して お り、 ピー ク時 に は95パ ー セ ソ トに も

な ってお ります。 このため投入 され た ジ ョブ が、 その 日の うちに処 理 で きない事態 が生

じてお ります。 この事態 を解消 す るため、 ホス トコ ソピュー タの運 転時 間 を当分 の間、

延長 す ることに しま した。

運 転時間 は、下記 の通 りです。 ただ し、保 守 の都 合 に よ り7月 か ら9月 までは従来通

りです。

金

D

勿

一

注

月

土

8:15～1900←8:30～17:30

15～1230←815～1230

祝 祭 日の前 日は、8:15～17:00で す 。

セ ン ター の 窓 口業 務 は 、 従 来 通 りで す 。

5.プ ログラム相談室 の利用案 内(No5)

昨年度 に引続 き、利 用者 の便 を図 るため、 プ ロ グラム相談室 を開設 してい ます。毎 週

月曜 日か ら金曜 日まで の、10時 か ら12時 まで は2階 の研 究室 で、13時 か ら15時 までは、

1階 の プロ グラム相談室 で開設 してお ります か ら ご利用下 さい。 なお、実習 、実技 を と

もな う事項 について は午後 の部 を利 用 して下 さい。相談 に必要 な資 料(エ ラー メ ッセー

ジ、 ソー スプ ログ ラム、流 れ図 な ど)を ご持 参頂 ければ早 く解 決 で きます。担 当者 は下

表 の通 りです 。

月曜 市 ノ瀬 先生 水曜 湊 先生 金曜1今 泉 先生1

火曜 横 田 先生 木曜 市 ノ瀬 先生

6.「 初心者 のため の ワー プ ロ講座」 盛況裡 に終 わ る(No5)

セ ソターで は、来 春卒業 され る学 生 を対 象 に、 セ ンター の ワー プ ロ ソフ トを利 用 して

「初 心者 のた めの ワー プ ロ講座」 を4月16日(月)か ら4月20日(金)ま で5日 間 の予

定 で開講 した ところ、受講 申込者 が、80人 と定員(60人)を 上 回 った為、急遽 、1コ ー

ス増 や し、4月23日(月)か ら4月27日(金)ま で開講 しま した。受講者 のほ とんどが、

初体験 で した。 開講 時間 は、16時30分 か ら17時30分 までで したが、遅刻 す る人 もほ とん

どな く連 日熱心 に受講 し、最終 日には全員 が課題 を終 え ま した。

就 職部 をは じめ、 ご協 力頂 いた関係各位 に感謝 の意 を表 します。
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7.電 算機 システム(ACOS430/70)の ハー ドウ ェアの増 強 につ いて(Nos)

ホス トコソピュー タが、性能 の限界 に近付 いて来 たため、本 紙第5号 で お知 らせ した

通 り、夏期休暇 中 に、 次の通 りシステ ムの増 強工事 に着手 し無 事完 了 しま した。

1.BRANCH467011(L,AN)イ ソター フ ェー スの増設 。

2.高 速科学 演算 プ ロセ ッサの設置 。

3.ワ ー クステー一シ ョソ(N5200/05mkII)の 導入。

完 了後 、 セ ソターで性能試験(ペ ソチ ・マ ー クテ ス ト等)を しま した ところプ ログ ラ

ムに もよ りますが、実 数演 算で増強前 に比 べて2倍 か ら3倍 、演 算速 度 が速 くな りま し

た。

なお、 セ ソター2階 の研究 開発室 に も、LAN回 線 を引 き、DSEで 端 末機 が利用 で

きるよ うにな りま した。

8.統 計 解析 ソ7ト(SPSS-X)を イ ンス トー ル(No6)

統計 解析 ソフ トSPSS-Xの イ ンス トー一ル作業 を5月31日(木)に 行 いそ の

後 、動作試験 等 を行 い利用 で きる状 態 にな りま した。利用 方法 につ いては、市販解説 書

が多 く出てお ります。ACOS-4で のマ ニ ュアル も入 手 しま した ので、セ ソター まで

お申 し出下 さい。

9.ク ラス別制限値 の変更 につ いて(Nofi)

前述 の よ うに、利用率 が上 が り、 ジ ョブ も長大化 して きま した し、 システムの ハー ド

ウ ェアの増強、SPSS-Xの イ ソス トー ルなどのため、従 来 の制 限値 で は、種 々の問

題 が出て きま した。 そ のため、9月17日(月)か ら、次 の通 り制限値 を緩 和 します。

◎登録 クラス別制限値一覧表

登録クラス

資 源
Lクループ Sグ ル ー プ* R グ ル ー プ

パ ーマ ネ ソ ト・フ ァイ ル Q.SMB 1 3MB

テ ソ ポ ラ リ 。フ ァ イ ル 11' 11 /1

JOBク ラ ス L R S T R S T U V**

CPU時 間(分) 1 15

4950

15

～10000

30

^-4950

15

4950

15

-iaaao

30

4950

60

4950

無制限

無制限ページプ リソタ出力(行) ～1000

磁気テープ装置の利用 不 可 可 (セ ソター所長の許可が必要)

*SA-SZ内 の20グ ル ー プ を 作 成

**Vク ラ ス は 申請 が必 要
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10.無 手順端末機 の利用 につ いて(No6)

各学科共 同研 究室 に設 置 してい るパ ソコソ端 末 とセ ン ターの ホス ト機 との接 続 につ い

て は、回線 テ ス トと動作 テ ス トを行 ない使 用 で きる状態 にな って います。利用 に際 して

は、1200ボ ー のモ デム とそれ を動作 せ るソフ トウェアが必要で す。 参考 まで に、 内

線番 号 と使用 ソフ トを まとめて お きます。

内 線 番 号 利 用 区 分 ド ラ イ バ ー ソ フ トウ ェ ア

3901

3902

3903

(無手順)DSE

PC9800用

分散 エデ ィターDSE98

販売 元 ソフ トウェア設計

価 格¥15,000

3904 ETOS

PC9800用

ETOS52Gエ ミュレー ター

販売 元 日本電気

配付済 み

TSS端 末機 の設 定条 件は、下記 の通 りです。

・全二重 通信方 式

・偶数 パ リテ ィ

・デー タ長7ビ ッ ト

・ス トップ ビ ッ ト1

・Xパ ラメー ター 有

なお、 セ ソター一では、小冊子 「無手順DSE98の 使 い方」 を発行 して お ります。 配

付を ご希望 の方 は、セ ン ター管 理事務 室 までお 申 し出下 さい。

11.学 術情報 セ ンターの利用 につ いて(No6)

当 セ ソター か ら、学術情報 セ ンター のデー タベー スを利用 で きることは、本紙第3号

でお知 らせ しま したが、 その後 、学術 情報 セ ン ターの デー タベー スが、漢字 で も検索 で

きるよ うに な りま した。 当セ ソターの端 末機 もこれに対 応 で きる よ うに環境設 定 を修 正

しま したので、 ご利用 下 さい。

セ ソターで は、 「大型計 算機 セ ン ター(N1ネ ッ ト)・ 学 術情報 セ ンター(学 情 ネ ッ

ト)を 利 用 しませ んか!」 とい う小 冊子 を発行 してお ります 。希望 の方 は、 セ ソター管

理 事務室 まで お申 し出下 さい。
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